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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・若沢　理子様～ゲーム機の故障、紛失(発見してます)、作業後の片付けについて、都度
　　　　　　　　説明していますが、聞き入れは良好。スタッフによって態度を変えない
　　　　　　　　様にも説明し了解しています。

・平野　稔様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・佐野　貢様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・高橋　義明様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・三浦　綾子様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・久保　興介様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・馬渡　澄雄様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・若沢　理子様～主治医(田名部Dr)より、朝食後薬アリピプラゾールOD錠(6)、(12)
　　　　　　　 1T→(24)1Tに増薬、夕食後オランザピンOD錠（5）中止。他
同内容で7日分処方となっています。
・岡本　将孝様～主治医(田名部Dr)より、臨時薬同内容で3日分処方となっています。

・尾嵜　マリ子様～主治医(田名部Dr)より、便秘時センノシド錠(12)　7回分処方と
なっています。
・坂本　福子様～主治医(金Dr)より、疼痛時ロキソプロフェンNa（60）10回分処方と
なっています

・金　留示子様～苅田Ns付き添いで銀行外出し、帰院時も発熱ありませんが
　　　　　　　　疲労感訴え、午後は作業に行かず、スマホ弄り見られています。
・澤田 裕也様～9：00～15：00まで青山荘体験利用（2回目）実施。帰院時も
　　　　　　　 発熱なし。今後、外泊訓練実施予定です。（日付未定）
＜要注目患者様＞

・若沢　理子様～他者交流時、放歌やニヤツキあり。ホールで絵を描いている途中、
感情失禁見られ10：20継続指示レボトミン錠（25）1T内服。以後
落ち着き取り戻しています。
・坂本　福子様～膝痛を理由に作業欠席を訴えるが、説明に渋々参加。移動中オート
ドア内で演技的な様子で倒れ込み「私どうしたんだろう」と。誘導
スタッフが病棟に戻って休むよう伝えると、普段より歩行速度速く、
病棟に戻ってからは不調の訴えなく自床で臥床。話し掛けの多さは
ありません。
・小笠原　文人様～動作緩慢さあるが自力歩行可能。車椅子移乗中は右への傾き
見られるが、奇異行動や確認行為なし。依存的とならないよう説明し
服薬セット等行えています。
　　　　　
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・戸賀沢　潔様～主治医へ外泊についての話し掛けあるが、病棟での迷惑行為

改善なければ、家族も同意しないであろう事を伝えられ、納得は

できています。処方変更なし。

・森　ひで様～主治医へ依然として、スタッフや他者に対し依存的かつ自己

中心的で自身の介護要求や、話し掛けの多さがある事を報告。

主治医から本人へ説明するも理解乏しさあります。本人は

主治医に、今後、歩行は可能であるのか尋ねていますが、リハビリ

等の努力が必要であると説明受けると、悲観的な様子あり。
現在要介護5であり、他者に対し自己中心的な言動が改善なければ、

無理に離床させる必要はないとの事。また、特養以外の施設入所も

家族へ依頼し、進めていくよう指示あります。
タンドスピロン20→30mgへ増薬となり、他同内容で7日分処方と

なっています。
